
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班で協力して９個の課題を解決しながら、葛川の坊村周辺を回るコースです。自然

の中にある色々なものを使っての学習や、普段は見逃してしまっている自然の中で素

敵な発見ができます。実際に触ったり感じたりするなど、五感を使っての活動になり

ます。自然の家の周辺だけでなく、「かや葺の家」、「地主神社」、「明王院」も回るコ

ースなので、自然学習だけでなく昔の家や生活の道具、歴史、伝統文化なども学べる

活動になります。 

活動場所 自然の家周辺 
自然の家で 

用意するもの 

無線機、地図、探険バッグ（最大５０個）、

ヤマビル用スプレー 

所要時間 １.５～２時間 
利用者で 

用意するもの 

筆記用具、チェックシート、探検バッグ

（５０個以上必要な場合） 

人 数 １００名程度 活動時の服装 帽子 



 

ウォークラリー 

～葛川で行って９！～ 
 

班のみんなで協力して９このチェックポイントの問題にチャレンジしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに大切なこと 

①チェックポイントには問題の書かれた紙があります。しっかり読んでから始

めましょう。 

②チェックポイント➊は一番はじめに、チェックポイント➒は最後にチャレン

ジしましょう。チェックポイントの地図は当日わたします。 

③危ない場所、行ってはいけない場所はしっかり守って活動しましょう。 

④地域
ち い き

の人に出会ったら元気にあいさつしましょう。 

⑤ヘビやハチ、ヒルには注意しましょう。 

児童用ページ 



 

１.学習内容 

めざすもの（評価） 関連教科 学び（単元） 

・友達と互いに理解し信頼し、助け合うこ

とができる。 
道徳 「友情、信頼」 

・地図記号をもとにウォークラリーをする

ことで地図を活用する力を育てる。 

・かやぶきの家、明王院などの葛川にある

建造物や人々と接することで葛川の暮らし

や文化伝統を知ることができる。 

社会 

３年「わたしたちのまち  

みんなのまち」 

４年「特色のある地いきと 

人々のくらし」 

 

 

２.ポイント 

ア）活動前 

・ 指導者は５名必要。人数の関係で全ての場所への配置が難しい場合は申し出ること。 

・ 地図は当日配布するが、チェックシートは事前にしおりに挟んでおく。 

・ 探検バッグは最大５０個貸し出し可能。それ以上必要な場合は、持参すること。 

 

 

イ）活動中 

・ 活動の際は帽子をかぶるよう指導する。 

・ 活動範囲を守って活動させる。 

・ 国道の横断は特に気を付けるように指導する。 

・ 配置につく指導者は自然の家にある無線機とヤマビル用スプレーを所持する。使用

方法については当日所員が説明する。 

 

 

ウ）活動後 

・ 探検バッグと地図を回収する。 

 

 

 

３.安全対策について 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


